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1  自己評価及び外部評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
　能登地方の田園風景に合った木造平屋造りで、中庭に面しては縁側があり、障子やふすま、そして各部屋全体畳を敷き詰
めるなど、和風の雰囲気を大切にし、車いすでも入っていただけるテーブル型こたつを置くなどの工夫により、自分の家のよ
うに落ち着いた雰囲気で住みやすい造りとなっており、これまで暮らしてきた生活が継続できるよう支援しています。いつで
も、馴染みの行きたい場所、逢いたい人の所に行ける様、職員はその方の「思い」を大切にし、外出支援を行っています。ご
利用者様の思いを知るため、ご本人様、ご家族様との会話の中から、日々、今どのような支援が必要なのかを考え、職員同
士話し合いを行っています。認知症になっても安心して暮らして頂けるよう、職員は認知症という病気への理解を深めるた
め、勉強会や外部研修に参加するなどして学んでいます。また、地域の方とのかかわりを保つよう、イベントや地域行事など
にも積極的に参加し、馴染みの関係作りに努めています。また、認知症カフェを利用して認知症の相談機能の充実を目指し
ている。２か月に一度開催される、運営推進会議等でご家族様、地域の方、行政の方より、ご意見を頂きご利用者様が過ごし
やすい「家」を目指していきます。

所在地

評価結果市町村受理日平成30年11月20日 平成31年2月6日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成30年11月30日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない

67

3. 利用者の１/３くらいが

61

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

60

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

62
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：42）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：40,41）

1. ほぼ全ての利用者が

70

4. ほとんどいない

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,42）

1. 毎日ある

68

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが

69

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての職員が

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

72

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

64

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：53）

1. ほぼ全ての利用者が

71

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

63

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
　法人理念「仁・人・和」の下、「地域の中で人としての生きる力を発揮できるケアの実践」をホーム理念として掲げている。理
念は定期的な勉強会（理事長からの詳しい説明）を通じて職員への周知が図られており、物事を判断する際の指標となって
いる。又、各月毎のユニット目標を職員間で定め、日々の実践に取り組んでいる。日常生活場面では、ホーム全体で利用者
の「思い」を叶える支援＝ライフサポートワークに継続的に取り組んでいる。普段の会話・かかわりを重視し、利用者の「思い
（○○したい）」を聴いた場合は出来る限り即応するように心掛けている。介護計画には利用者個々の「思い・願い」を明示し、
職員間で力を合わせて目標の実現に努めている。ホームでは「その日・その時」の思いに沿った個別・小グループでの外出
（季節感を味わう、普段行けない場所、昔懐かしい場所等）も積極的に支援し、利用者の笑顔・生活意欲を引き出している。
利用者・家族の「思い」に最後まで応えられるよう、ハード面や提携医によるバックアップを整え、重度化・終末期支援にも取り
組んでいる。地域とは普段のご近所付き合いの他、町内・イベント行事（奉仕作業、盆踊り、地区ふれあい祭り、ＲＵＮ伴石川
等）への参加、祭礼時の獅子舞招待、利用者による公園トイレの清掃（毎日）等を通じ、良好な関係を構築している。近年は
地域づくりの一環として、認知症カフェを４地区（お寺、会館等）で開催し、住民の気軽な介護相談に応じている。

66

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

65

http://www.kaigokensaku.jp/

